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まちづくり事業における
空間情報の取得（測量・設計成果等）

北区

■ 意思決定～施工
設計・用地取得などで、電子化された地
理空間情報が様々な形で蓄積。

■ 施工完了～維持管理
施工後の成果および、維持補修・改修の
結果による各種台帳・調書。
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事業の流れ（例：道路）
～意思決定から運用・維持管理を通して～

•JPG
•XPS
•DW
•PDF

道路整備事業では、道路を設計し、
現地に施工した道路の形状やその敷
地構成が蓄積され、その後維持管理
に引き継がれる。（本来）

設計：用地・路線測量
（各公共測量作業規程）
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大縮尺な面情報の蓄積
（レベル250～500）

道路新設・改築に伴う道路台帳整備、
更新、敷地調査と都市型地籍成果

これらは、新たに測量され蓄積されることが殆どである。

「公共整備」にかかるものではなく
「管理」に関する情報取得
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地籍調査の実施状況

・地籍調査モデル事業 H7～
＞木造建物の密集地区かつ地図混乱地区

・地籍情報緊急整備事業（全工程外注型） H10～
＞密集住宅市街地整備事業に合わせて。

・地籍情報緊急整備事業（街区調査型） H10～
＞連続立体交差化、地区再開発などに合わせて。

・都市再生地籍調査事業（一般型） H16～
＞政府機関移転跡地開発、密集住宅市街地整備事業
に合わせて。

・地籍調査（区単独） H18～
＞都市計画事業（都市高速道路整備）に合わせて。

・都市再生地籍調査事業（官民境界等先行調査） H21～
＞都市計画事業（街路整備）にあわせて。

地方公共団体の維持管理現場が求める空間情報で、
最も必要に感じている情報が、敷地管理に関する情報。



北区

大縮尺成果の利活用（密集事業）

大縮尺成果の蓄積は、施設管理のみでなく、
まちづくり事業の円滑な実施に不可欠。
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利活用のボトルネック

● 設計～施工
設計・用地取得などで、電子化された地理空間情報

が様々な形で存在する。
＞用地・路線測量・設計図など製品仕様書や標準化
などがケアされている。

● 施行完了～維持管理
検査では、現地状況を判断するが、調製される図書

を地理空間情報として取り扱っていない。
＞設計までに作成された地理空間情報との連続性が
途切れている。
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事業の流れ（再掲）
～ボトルネックの発見～

•JPG
•XPS
•DW
•PDF

設計～施工までの流れと、
施工完了～維持管理の間に存在する
要因は、
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道路竣工成果の例

BM1BM2

P1 P２

P３

P４

P５

P６

P7P8

P9

P10

路線名： 市道第126号線
区 分： その他市道 ４種３級
舗装種別：車道５５型（密粒）

歩道２５型（インターロッキングブロック・セミフラット）
街路照明：X1（-96.50、-164.00）、X2（-103.50、-134.00）

（ともに公共座標）の２箇所、地上高8ｍ、A型、水銀灯250W

X1

X２

道路設計成果が将来のある空間の状態（なるべき姿）を表し、
竣工成果は、新しく表れた、空間の状態（結果の姿）を表している。
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BM1BM2

P1 P２

P３

P４

P５

P６

P7P8

P9

P10 X1

X２

X Y X Y

BM1 -100.00 -100.00 P5 -103.50 -106.00 

BM2 -100.00 -200.00 P6 -109.50 -106.00 

P1 -94.00 -194.00 P7 -109.50 -109.50 

P2 -94.00 -109.50 P8 -106.00 -194.00 

P3 -90.50 -106.00 P9 -103.50 -194.00 

P4 -96.50 -106.00 P10 -96.50 -194.00 

座標リスト

道路竣工成果の例

これだけの情報が、なぜ以後の空間情報蓄積に引き継がれないのか。
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測量・設計～道路工事～維持管理
の円滑化

設計 施工 維持管理

竣工図書の引継

道路竣工データ

・道路台帳調書

■ システム

維持管理での利活用

本製品仕様書に
基づきデータを作成

データ作成

データ作成者

竣工時点までの情報

･･･

設計図書

測量

出来形計測

道路事業の流れ：

・道路台帳平面図

加工・
処理
など

■ その他･･･

例：橋梁台帳システムの
項目をインポート
（一部）

例：道路台帳の項
目を集計して出力
（一部）

竣工段階でのデータ作成

その他竣工図書

■ 道路台帳

追加データ

道路竣工データ

データ作成
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設計図書 竣工図書

As-Is(現状)

To-be (理想形)

竣工図竣工図

道路 橋梁

引継図書

発注 工事 引継 供用開始後

設計図書 竣工図書

道路・橋梁

引継図書

発注 工事 引継 供用開始後

道路竣工
データ

道路竣工
データ

竣工道路
引継調書

竣工道路
引継調書

その他
台帳類

その他
台帳類･･･

･･･

道路設計
データ

道路設計
データ

設計計算書設計計算書

数量計算書数量計算書

設計図設計図

･･･

竣工図竣工図

道路竣工
データ

道路竣工
データ

･･･

編集作業

竣工道路
引継調書

竣工道路
引継調書

自動処理

+
編集・加工

台帳類

橋梁台帳橋梁台帳

橋梁
引継調書

橋梁
引継調書

竣工図竣工図

台帳類

橋梁台帳橋梁台帳

道路台帳道路台帳

道路台帳道路台帳

紙図面：ドラフター等

ツールで
変換（自動処理）

編集作業

自動処理

+
編集・加工

作業

その他
台帳類

その他
台帳類

橋梁
引継調書

橋梁
引継調書

一般用ソフトウェアで修正

紙図面

CAD
電子データ：CADソフト等

構造化されたデータ
(※図面や調書への変換を考慮)

竣工図竣工図

<xs:annotation>
<xs:appinfo>RdTkov.x
sd</xs:appinfo>
<xs:documentation>
道路竣工データのXML
スキーマ文書
</xs:documentation>
</xs:annotation>
・・・

XML

ツールで
再変換調書：Excel、Wordなど

竣工図：
CADソフトなど

ファイル出力

・修正内容を反映
した図面・調書が
出力可能

・全データの基
本となるデータ
➔各種図面・調
書に変換

設計図書・竣工図などから必要な情報を
抽出して調書などを作成

竣工道路・
引継調書

数量計算結果旗上げ 図形

至維持管理

至維持管理

編集作業

新規作成

データの
再利用

施工結果の
反映

施工結果の
反映 ･･･

データの
再利用

竣工図などから必要な情報を
抽出して調書などを作成

道路台帳

数量計算結果旗上げ 図形

編集作業

設計条件設計条件

線形計算書線形計算書

道路設計
データ

道路設計
データ

設計時の情報
を反映

データ管理
用のDB

ツールでデータを生成

橋梁
引継調書

橋梁台帳

道路台帳

道路台帳作成は
測量から実施

道路管理センター
にもデータを提供

・現状と理想を
比較し分析

・情報の要素を
抽出
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要素の抽出

既存竣工図書の項
目

道路管理に必要な項目

項目の概要
を整理

竣工図書
にある項

目

竣工図書
にない項

目

道路整備および管理
に必要な情報項目を
整理し、要素を抽出する。
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細街路の場合

路肩 車道 路肩
（500mm）

留石
共有地

共有地

車道部

構造の分解（詳細項目）

自転車
歩行者
道

路肩 車線 車線 停車帯 植樹帯 自転車道 歩道

道路面地物の範囲（道路敷）

道路部

車道部

街渠

2車線の場合

法敷 法敷

車道

断面図

3.0
0

車道

車道

歩道

歩道

歩道

車道 車道

車道

車道

車道

車道

側溝 側溝

区間

区間

※車道の境界線は区間の境界線で区切る

分離帯分離帯

平面図

起点側 終点側

区間

歩道

左

右

北区

竣工成果として
必要な項目を抽出し
道路構造を分解する。
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情報の整理

道路構造、整備・
管理で共通に必要
な項目、情報が取
得できる段階を整
理。

◎ツール
＞ＪＰＧＩＳ

◎フォーマット
＞標準仕様書
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製品仕様書

分析結果を元に
製品仕様書化
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空間情報作成・情報引継ぎマニュアル化
～円滑な公共整備の流れづくり～

Phase2： 工事Phase2： 工事

（1) 竣工成果作成の準備
（2) 道路竣工データの作成
（3） その他竣工成果の作成
（4） 竣工成果のとりまとめ・電子納品

Phase3： 引継Phase3： 引継

（1) 引継ぎ図書の準備
（2） 引継ぎの実施

Phase4： 維持管理Phase4： 維持管理

（1) 道路台帳の作成
（2） 橋梁台帳の作成
（3） 道路竣工データの管理

Phase1： 発注Phase1： 発注

（1) 工事仕様書の準備
（2) 成果作成に必要な資料の準備
（3） 公共測量としての手続の実施

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
竣工成果の作成および引継ぎに関する手引（案） 

 
【発注者版】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

平成 21 年 9 月 
 

東京都北区まちづくり部工事課 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
竣工成果の作成および引継ぎに関する手引（案） 

 
【受注者版】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

平成 21 年 9 月 
 

東京都北区まちづくり部工事課 
 
 
 
 
 

製品仕様書に基づくデータの作成と納
品、その後の引継ぎに関しての手順や
留意点などの運用方針マニュアル

竣工成果の作成および
引継ぎに関する手引き（案）
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発注図にもとづいて施工

【施工】

【道路竣工データ作成】
【データの管理】

・共用基盤への利用
・各種台帳への利用
・アセットマネジメントへの利用

既存の道路竣工
データがある場
合は貸与

工事の結果に合わせて道路
竣工データを作成・修正

道路竣工データ
を納品

道路竣工データ
管理DB

【データの利活用】

【納品】

【発注】

道路竣工データを一元管理

利活用の将来像
～継続した情報更新へ～

竣工成果から、迅速に地理空
間データの基盤情報へ反映が
可能。 ＞円滑な流通へ
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さらに“まちづくり”

北区

東京一低い！？
飛鳥山

“測量”そのものが

まちづくりの魅力に
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精度管理・図化から、多目的活用へ
～市街地活性化での試み～
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空間情報を視覚表現によらず
ダイレクトにまちなかで提供

危険地域

ブー, ブー

ピカッ、ピカッ

ブー

安全マップ、ハザードマップ

不審者情報や危険箇
所など受信

危険を感じて
発信

徘徊老人の
位置確認

パトロール
派遣

大雨注意報
危険地域情報

地域マップ
センサー

行政地図

測量や測量成果
リアルタイム観測



北区

街路灯間通信

可視光通信
赤外線通信
アクティブタグ
ワンセグ

防犯ブザー

アクティブタグ受信端末

AR端末

PI管理・変換PI管理・変換

街灯他設置物管理街灯他設置物管理

イベント管理イベント管理 コンテンツ管理コンテンツ管理

コンテンツ変換コンテンツ変換

コンテンツメディア変換コンテンツメディア変換

ユビキタスソフトウェア基盤ユビキタスソフトウェア基盤

ユビキタス通信基盤ユビキタス通信基盤

高速通信
（有線、無線）

基本モジュール
（各街路灯との通信制御等）

基本モジュール
（各街路灯との通信制御等）

オプションモジュール
（街路灯間通信、ワンセグ等）

オプションモジュール
（街路灯間通信、ワンセグ等）

商店街商店街
活性化アプリケーション活性化アプリケーション

見守り見守り
アプリケーションアプリケーション

まちづくり課題解決におけるシステム構成イメージ（Ｈまちづくり課題解決におけるシステム構成イメージ（Ｈ2121））
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設置機器設置機器

アーケード内での設置状況アーケード内での設置状況

通信用LED
（青・赤）

照明用
白色LED

データ変換用機器
アーケード上のLANケーブ
ルを接続し、下記ユニット
と通信

羽根型照明（設置後）

元からある照明器具
の中に、LEDとデー
タ通信装置を内蔵

羽根型照明（設置前）

看板型照明（設置前） 看板型照明（設置後）
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街路灯から可視光通
信波を発信

見守りブザー

実証テーマ②：見守りサービス

街路灯と端末の双方
向通信による見守り
サービスの環境構築
実験

実証テーマ①：商店街活性化サービス

特殊な端末を用いて、商
店PR文字情報や映像を
受信実験

ＡＲ端末

既存街路灯のLED化による可視光通信環境構築

端末画面イメージ① 端末画面イメージ②

実証実験概要実証実験概要
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(7)(7)商店街活性化サービス（実験としてのこだわり）商店街活性化サービス（実験としてのこだわり）

ＰＲ情報（テキスト）と、ＣＭ（動画）を
“受信”して表示。

AR端末
受光部

看板LED

街路灯
LED

PR情報

動画CM
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IrSimple通信装置IrSimple通信装置

商店街活性化サービス（身近なものとして感じてもらう仕掛け）商店街活性化サービス（身近なものとして感じてもらう仕掛け）

IrSimple対応の携帯電話を街路灯に設置し
た通信装置にかざし、赤外線通信を行うこと
で、商店街内共通クーポンの画像データを取
得できる。

IrSimple対応
携帯電話
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防犯ブザー防犯ブザー

見守りサービス見守りサービス

一般用：身の危険を感じた場合の使用を想定、ブ
ザーボタンを押すとアラート音で注意を喚起するとと
もに、電波を発信して周囲の街路灯を点滅させ、周
囲の注意を引く。
児童用：注意喚起エリアとして予め設定された街路
灯からの電波を受信すると、アラート音と街路灯の
点滅により周囲の注意を引くことができる。

街路灯
点滅

ブザーボタ
ン押下

エリアに侵入す
ると・・・ アラート音

一般向け

児童向け
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実証実験への地域参画（まちづくり協議会）実証実験への地域参画（まちづくり協議会）

先端ＩＣＴ技術を地域仮題の解決ツールとして

まちづくり協議会で検討。
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実証実験への地域参画（中学生体験授業）実証実験への地域参画（中学生体験授業）

地元中学生が、先端ＩＣＴ技術を体験。
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(10)(10)アンケート結果アンケート結果

【一般被験者への質問】こうしたCMや文字情報
がいつも発信された場合、普段よりも商店街を訪
れる回数が増えると思いますか？

N ％

1 今までと変わらない 119 31.40 

2 今より来る回数が増えると思う 229 60.42 

3 無回答 31 8.18 

合計 379 100.00 

【商店街店主への質問】街路灯のLED化にあわせて
可視光通信を用いて広告文等の情報発信を行うこ
とは集客効果につながると思いますか？

N ％

1 はい 27 65.85 

2 いいえ 8 19.51 

3 無回答 6 14.63 

合計 41 100.00 

集客効果 安全安心意識

こうした技術を活用し、将来的には、通学路から
はずれて行動をする子どもの自動探知や、洪水な
どの災害発生時に危険箇所へ侵入した場合に音と
光で危険を通知するなど防犯や防災グッズへの活
用が期待されますが、あなたはどのような目的で
この技術を使用することが有効であると考えます
か？

N ％

1
子供に端末を持たせて見守りに使
用

249 32.59 

2
高齢者に端末を持たせて見守りに
使用

226 29.58 

3 自分が所持して防犯に使用 76 9.95 

4 災害時の危険通知に使用 179 23.43 

5 いずれも使用するつもりはない 7 0.92 

6 その他 24 3.14 

7 無回答 3 0.39 

合計 764 100.00 
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「「e/ge/g空間系事業」とまちづくりの融合について空間系事業」とまちづくりの融合について

単なる実証実験にとどまらず、地元のまちづくり協議会や北区との意見交換を通じ、赤

羽駅周辺地区の今後のまちづくりについて将来構想を検討した。

まちづくり全体の将来像を描いた上で、その中からユビキタス技術により実現できる取

り組みを提案している。

単なる実証実験にとどまらず、地元のまちづくり協議会や北区との意見交換を通じ、赤

羽駅周辺地区の今後のまちづくりについて将来構想を検討した。

まちづくり全体の将来像を描いた上で、その中からユビキタス技術により実現できる取

り組みを提案している。

地域の
問題・課題

まちづくりの
将来像・方向性

今後必要な
事業・取り組み

ﾕﾋﾞｷﾀｽ技術を活用した
事業・取り組み

『赤羽駅周辺地区まちづくり計画』として、とりまとめ



北区

本事業で街路灯スペースに設置したICTモジュールを活用して、環境モニタリングをきめ細やかに＆安価に
実現

【期待できる効果】

・ICTモジュールに接続して利用するこ
とで、安価にモニタリング環境を構築
・きめ細やかなモニタリング情報の利用
による安全、安心機能の強化

ユビキタスサービス
基盤

ユビキタスサービス
基盤

市区町村

都道府県
地方整備局等

温度や雨量等を測るモニタリングデバイスを
ICTモジュールに接続することで、街路灯が
「情報配信機能」に加え「情報集約機能」ももつ

ユビキタスサービス基
盤を利用してデータを
送信

監視カメラをICTモジュール
に接続することも可能

きめ細やかなモニタリング情
報を緊急時対応等に利用
きめ細やかなモニタリング情
報を緊急時対応等に利用

H22H22～～
地域課題解決のための新たなサービス地域課題解決のための新たなサービス案案 環境モニタリングサービス環境モニタリングサービス



北区

ユビキタスサービス基盤ユビキタスサービス基盤

“ずっと真っ直ぐ”“ずっと真っ直ぐ” “まだ真っ直ぐ”“まだ真っ直ぐ”
“ココで左に
曲がって！”

“ココで左に
曲がって！”

“左手に目的の
お店があります”

“左手に目的の
お店があります”

LED街路灯やLED看板照明から可視光通信によって情報を配信することで、より正確でピンポイントな道案内が可能

子供や高齢者には地図ではなくコトバで、視覚障害者には音声で、など、利用者の特性に応じて地理空間情報の表現方法を
最適な形にアレンジして提供

ユビキタス道案内サービス（仮）ユビキタス道案内サービス（仮） ユーザの特性や現在位置に応じて目的地
までの案内情報をリアルタイムに生成

LED街路灯から配信さ
れた情報を、音声で利
用者に提供

（案：検討中）（案：検討中） 街路灯の管理情報を受信して場所識別情報にアクセスし現街路灯の管理情報を受信して場所識別情報にアクセスし現
在位置把握、人対人に近づけた情報提供手段によりナビゲーションを実施。在位置把握、人対人に近づけた情報提供手段によりナビゲーションを実施。



北区

地方公共団体による空間情報の利活用

図化表現こだわらない、
活動支援への活用

パン
焼きあがりました！

コイン10枚
プレゼント

空間情報は、現実空間で
積極的に利活用されるべき

・デジタルアース
ユビキタス基盤の構築

or
・ “地図” 提供サービスの継続



北区

ご静聴いただきありがとうございました。


